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第 109回 教育研究評議会 議事要録 

 

日 時  令和３年９月 15日（水）13：35～15：30 

場 所  Microsoft Teams の「教育研究評議会」チーム（Web会議） 

出席者  櫻井学長、辻田理事（総務・財務・企画担当）、岩崎理事（教育担当）、本家理事（研究・

評価・医療担当）、受田理事（地域・国際・広報・ＩＲ担当）、小山副理事、藤本副理事、

藤原副理事、福間副学長、小島副学長、飯國副学長、石塚副学長、遠藤副学長、奥田学

長特別補佐、中川人文社会科学部長、岡谷教育学部長、津江理工学部長、菅沼医学部長、

枝重農林海洋科学部長、大石地域協働学部長、森木大学院看護学専攻長、柳林大学院教

職実践高度化専攻長、久保田大学院黒潮圏総合科学専攻長、藤田人文社会科学系長、松

本自然科学系長、北岡医療学系長、渡邉総合科学系長、高橋共通教育主管、塩崎センタ

ー連絡調整会議議長、佐野海洋コア総合研究センター長、執印医学部附属病院長、緒方

評議員、原崎評議員、田部井評議員、山口評議員、田中評議員、内田評議員 

陪 席  関監事、杉本監事 

 

〔配付資料〕 

資料 1-1 国立大学法人高知大学学長候補者の推薦について（依頼） 

   1-2 教育研究評議会からの国立大学法人高知大学学長候補者の推薦方法等について 

 資料 2-1  第４期中期目標・中期計画（素案） 

        2-2  評価指標に関する調書 

資料 3  第４期中期目標期間 教員人事基本方針 

  資料 4-1 第３期中期目標期間（４年目終了時）に係る業務の実績に関する評価結果 

        4-2  国立大学法人・大学共同利用機関法人の第３期中期目標期間（４年目終了時）の 

業務の実績に関する評価について（国立大学法人評価委員会委員長所見）  

        4-3  国立大学法人・大学共同利用機関法人の第３期中期目標期間（４年目終了時）の 

業務の実績に関する評価結果（概要） 

        4-4  中期目標の達成状況に関する評価結果（４年目終了時評価） 

        4-5  学部・研究科等の教育に関する現況分析結果 

        4-6  学部・研究科等の研究に関する現況分析結果 

資料 5   IoP 共創センター設置計画書（案） 

 資料 6    知的財産の活用状況について 

 

議事に先立ち、学長から大学院博士課程及び専門職学位課程（応用自然科学専攻・教職実践高度

化専攻）の設置計画について、文部科学省から設置を認める通知があり手続きが完了した旨の報告

が行われた後、津江理工学部長及び柳林大学院教職実践高度化専攻長から支援・協力について謝辞

が述べられた。引き続き、第 105 回から第 108 回までの教育研究評議会議事要録（案）の確認が

行われ、異議なく了承された。 

 

〔議題〕 

１．国立大学法人高知大学学長候補者の推薦について 
   学長から、次期学長候補者の推薦について、令和３年６月 16日開催の第 105回教育研究評議  

会において審議、決定された推薦方法について確認が行われ、Microsoftの Forms の機能を使用

して投票を行う旨の説明が行われた。 
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確認された推薦方法は、以下の①～③である。 

 ①評議員による単記無記名投票により、得票の多い上位３位までの者を学長候補者とし

て推薦する。 

②投票・集計の結果は、得票数が同数の場合は同順位として上位３位までの者の得票数

のみを教育研究評議会に報告する。なお、３位までの者が３名を超える場合は、その

全てを推薦する。 

③ただし、３位の者の得票数が少数等の場合は、その取扱いについて教育研究評議会で

審議を行うものとする。 

   投票が行われた後、関監事を立会人とした開票の結果に基づき、学長から３位までの者の得票

数が報告された。審議の結果、上位２位までの者を学長候補者として推薦することが了承された

後、五十音順に下記の２名の氏名が報告された。 
   櫻井 克年 氏（学長） 
   菅沼 成文 氏（医学部長） 
   教育研究評議会議長である学長が、カメラ・マイク機能をオフにした後、電話により菅沼氏に

対して意思確認を行った。その結果、学長から、菅沼氏は教育研究評議会からの推薦を応諾する

旨の報告が行われた。また、櫻井氏は推薦を応諾する旨の意思表示を行った。 
   これにより、櫻井氏と菅沼氏の２名を教育研究評議会推薦による学長候補者とすることとなっ

た。 
   なお、国立大学法人高知大学学長選考会議規則第２条第３項に基づき、学長選考会議委員を辞

任する菅沼氏の後任の委員を選出するため、学長から、学長を除く評議員により Microsoft の

Formsの機能を使用した単記無記名投票にて選出する方法の提案があり、了承された。 

投票が行われた後、関監事を立会人とした開票の結果に基づき、松本自然科学系長が学長選考

会議委員に選出された。 
 

２．第４期中期目標・中期計画（素案）の文部科学省への提出について 

   辻田理事から、資料２－１、２－２に基づき、第４期中期目標・中期計画（素案）の文部科学

省への提出について報告が行われた。 

  

３．第４期中期目標期間 教員人事基本方針について 

   辻田理事から、資料３に基づき、第４期中期目標期間教員人事基本方針について概要の説明が

行われた後、福間副学長から詳細な報告が行われた。 

 

４．第３期中期目標期間（４年目終了時）に係る業務の実績に関する評価の結果について 

   本家理事から、資料４－１～４－６に基づき、第３期中期目標期間（４年目終了時）に係る業

務の実績に関する評価の結果について報告が行われた。 

 

５．IoP 共創センター設置について 

   本家理事から、資料５に基づき、IoP共創センター設置について概要の説明が行われた後、石

塚副学長から詳細な説明が行われ、審議の結果、了承された。続けて本家理事から、IoP共創セ

ンター設置に併せて IoP事業推進室の廃止に向けた規則等の手続きを進める旨の説明があり、審

議の結果、了承された。 
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６．知的財産の活用状況について 

石塚副学長から、資料６に基づき、知的財産の活用状況について報告が行われた。 

 

７．その他 

 ・学長から、新型コロナウイルスに対する本学の対応状況について報告が行われた。 
・本家理事から、新型コロナワクチンの職域接種実施状況等について報告が行われた。 

 ・学長から、高知學長会議における地域連携プラットフォーム構築に向けた検討状況について報告

が行われた。 
 ・学長から、四国の５国立大学法人の学長で構成している「大学等連携推進法人協議会」（旧名称：

大学等連携推進法人（仮称）設置を検討する委員会）の検討状況について報告が行われた。 

 

以 上 


